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社会事業施設の公益的な取組み状況調査 

 

１ 調査期間 

  令和元年８月６日 ～ 11 月 22 日  

２ 調査方法 

  調査票の配付・回収（社会福祉協議会で実施） 

３ 調査対象・回収状況 

大阪市社会事業施設協議会加盟６団体の加盟施設 

 

４ 調査結果 

 

 

児童 保育 老人 生活保護 地域福祉 障がい 合計

対象施設数 28 455 423 20 39 141 1,106

回答数 22 269 183 17 21 64 576

回答率 79% 59% 43% 85% 54% 45% 52%

実施

492

85%

未実施

84

15%

公益的な取組みの実施状況（ｎ=576）
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○実施している取組みの種別 － 施設区分ごとの内訳               （施設数）            

                  

 

※自由回答 

・コミュニティバスの運行 

・鍵あずかり事業 

・学校の空教室を利用したデイサービス 

・専門職による耳より情報（広報誌）の発行  など 

 

※検討中の取組み 

・施設特性を活用した世代間交流や居場所づくり など 
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実施している取組みの種別（複数選択）
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児童 11 7 11 12 4 4 9 4 3 5 0 6 2 5

保育 23 17 45 56 9 16 40 6 13 15 43 3 22 48

老人 35 58 53 56 34 69 14 12 38 37 31 38 52 25

生保 1 6 8 8 3 8 2 1 2 2 11 5 3 4

地域 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 0 1 2 2

障がい 14 7 11 16 13 14 5 1 1 8 5 3 5 10
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５ 施設長の意見等 

   全体として、各法人、施設はそれぞれの強みや資源を活用し、地域で生活する一員と

して、公益的な取組みを実施することは一つの使命であり、法人や施設が地域のために

できることを実践することは、地域に施設の存在をアピールできる機会ともなっている

と感じている法人理事長や施設長が多い。 

一方、人材不足の理由により、地域貢献の使命を感じつつも実施に至っていないとい

う回答も複数あった。 

人材不足

53

45%

予算不足

19

16%

業務多忙

27

23%

場所なし

18

16%

公益的な取組みが未実施の理由（ｎ=84）


